
火28

経験者が語る事業承継の本音とこれからの経営

承継を決断するまでの
実際の葛藤や迷いが聞ける

承継後の新たな取組や
信頼関係構築のノウハウが学べる

経験者の失敗を聞き、
自身の挑戦に活かせる

そのバトンはいつ渡すか、
最高の「出口」は最高の「入口」から始まる

7
対象

日時

各務原市産業文化センター 8階 第2特別会議室

(各務原市那加桜町2-186）

60名
場所

・事業承継に関心のある方

・事業承継を考えている経営者、後継予定者

・中小企業の経営者

主催 各務原商工会議所

参加費

無料

事業承継＆アトツギ
シンポジウム

13:30~16:00
・支援機関の方

事業承継のリアルな悩みと挑戦　～「承継」を「進化」へ～

各務原市 /
岐阜県事業承継・引継ぎ支援センター

後援
各務原市金融協会 /
岐阜県信用保証協会

(株)日本政策金融公庫岐阜支店

共催

13:30　開会あいさつ　各務原商工会議所　会頭　北角浩一

　　　　　　　　　　  中部経済産業局　産業部　次長　片桐祐子氏

13:40　登壇者自己紹介　(1社10分)

14:30　休憩

14:45　トークセッション

15:45　支援機関施策紹介　日本政策金融公庫 岐阜支店・岐阜県信用保証協会

　　　   総評　岐阜県事業承継・引継ぎ支援センター

16:00　閉会あいさつ　各務原市金融協会　　　　　～ 16:30　名刺交換会

登壇者紹介・トークセッション

詳細は裏面に

当日のスケジュール

人数

本シンポジウムは岐阜県の補助金「事業承継対策事業」を受けて実施します 



大学卒業後、岐阜車体工業に勤務し、製造業における現場感覚や組
織運営の基礎を培った。2022年4月にスザキ工業所へ入社後は、生産
管理課主査として生産体制の管理に携わり、その後、企画開発室
長、人事課長を歴任。生産管理、企画開発、人材面の体制づくりま
で幅広く経験を重ね、次世代を担う経営人材として社内改革にも取
り組んでいる。2026年1月に同社取締役へ就任。

1949年に創業し、1979年に会社設立。金属プレス・溶接加工を中心に、
治工具の設計製作や制御装置の設計製作まで幅広く手がけている。
2013年12月に同社代表取締役へ就任。祖父、父、外部、叔父から事業を
受け継ぐ5代目として、ものづくり企業の経営を担っている。
2026年5月には「はばたく中小企業・小規模事業者300社」に選定。

1965年創業、1971年彫刻会社として設立。
彫刻加工で培ったノウハウを放電加工用の電極製作へ転用し金型部
品としての刻印製造を主力とする会社に発展。特に高耐久刻印は各
方面のお客様よりご好評を頂いている。
大学卒業後、ベアリング部品メーカーに8年間勤務。2023年4月に加
古彫刻へ入社し、営業、営業部長、取締役を経て、2026年4月に常務
取締役に就任。

1952年各務原市蘇原にて自転車の空気入れ部品製造で創業。1980年代に
水栓バルブ部品加工に生産品目を変更し、2013年にテクノプラザへ全
面移転。2015年に現在の㈱サンエース、2020年に野村精機㈱を買収
し、2021年にSAKAIホールディングス㈱を設立。
山口県出身。結婚を機に岐阜に移住。水栓メーカーで6年経験を積み、
2010年に妻の実家である坂井製作所へ入社。2015年より代表取締役社長
に就任し、現在は事業会社3社とホールディングス会社の経営を担う。
2024年3月に「はばたく中小企業・小規模事業者300社」に選定。

関市出身。関西大学大学院修了後、DMG MORIにて国内外業務に従事
し、2022年に家業であるニッケンかみそり株式会社へUターン。刃物
技術を活かした農業分野の新規事業に取り組み、「ぶどう巻きつる処
理機」の販売拡大や海外展開を進める。地域産業と地場技術の価値向
上に挑戦中。2025年アトツギ甲子園で優秀賞を受賞。
2026年5月には「はばたく中小企業・小規模事業者300社」に選定。

右記の二次元コードを

読み込みフォームを入力申込
お問い
合わせ

各務原商工会議所
（担当：小林・川嶋）

TEL：

MAIL：

058-382-7101
hip@cci-k.or.jp

慶應義塾大学卒業後、金融機関・経営コンサルティング会社・税理士法人
での実務経験を経て、2019年に馬渕中小企業診断士事務所を開設。岐阜県
事業承継・引継ぎ支援センター　エリアコーディネーター、岐阜県中小企
業診断士協会　副会長を務める。
県内各商工会議所・商工会での事業承継セミナー講師としても多数登壇し
ている。

モデレーター

パネラー

①事業承継を決断するまでの葛藤や迷い、実際に引き継ぐ際に直面した課題
②アトツギが事業を引き継いだ後に行った新しい取組
③アトツギ甲子園への出場を通じて得た経験
④従業員や取引先との信頼関係をどう築いてきたか
⑤事業承継のプロセスや承継後の経営において、アトツギが経験した失敗
⑥アトツギとしての不安や迷い

トークセッション　テーマ

犬山市出身。中部大学経営学科卒業後、米国留学を経て、2010年に家
業へ入社。機械加工事業において営業・生産管理・調達・品質保証を
経験後、ベトナム工場の立ち上げを担い、4年で黒字化を達成。グル
ープNo.1となる経常利益率42％の工場へ成長させた。帰国後は本社工
場長、機械加工事業部長として改革を推進し、3年連続の増収増益を
実現。2025年4月に代表取締役へ就任。
2024年3月に「はばたく中小企業・小規模事業者300社」に選定。
2025年アトツギ甲子園中小企業庁長官賞、2026年環境大臣賞を受賞。

岐阜県事業承継・引継ぎ支援センター
エリアコーディネーター

馬渕 智幸 氏

豊実精工(株)　（富加町）

今泉 亮太郎 氏

ニッケンかみそり(株)　（関市）

熊田 征純 氏

(株)坂井製作所

藤田 斉 氏

(有)加古彫刻

鈴木 颯氏
（アトツギ）

(株)スザキ工業所

鷲﨑 純一 氏 鷲﨑 圭一朗
(株)スザキ工業所

氏
（アトツギ）
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